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は，2014 年 9 月 22 日に早逝された南山大学経済学部の山中仁美氏による優れた研究
がある。山中氏は E. H. カー研究を通じて，現実主義と理想主義の対立が当時のヨー
ロッパ国際政治の中で担っていた意味や，地域統合・国際統合を企図したミトラニー
の議論やナショナリズムの東西ヨーロッパにおける差異を分析したハンス・コーンの
研究の背景を考察した。
戦間期の国際秩序構想が国際政治理論にもつインプリケーションは，こうした過去
との対話から明らかになるのであり，我々はまだその道の半ばにある。
（文責：星野　昌裕）
　　　　　　　　　　　　
